
□ 市町村長・水土里ネット理事長・市町村農政担当課長研修会開催
□ 平成 29年度埼玉県水土里情報協議会通常総会
□ 埼玉県多面的機能支援推進会議第１回研修会開催
□ 平成 29年度県営事業新規地区の紹介
□ ほ場整備事業（経営体育成型）「池上地区」の概要
□ ほ場整備事業（埼玉型）「閏戸地区」の概要
□ かんがい排水事業（長寿命化対策）「渡内糠田排水機場地区」の概要
□ かんがい排水事業（長寿命化対策）「新郷交換用水路地区」の概要 
□ 農地防災事業（河川応急）「江袋地区」の概要
□ 農業用ため池緊急耐震化対策事業「円良田湖地区」の概要
□ 農業用ため池緊急耐震化対策事業「鎌北湖地区」の概要
□ 農業用ため池緊急耐震化対策事業「姿地区」の概要
□ 第 39回全日本中学生水の作文コンクール　埼玉県地方審査会入賞者表彰式
□ 2017 彩の国食と農林業ドリームフェスタの御案内
□ 新規採用職員の紹介
□ 水土里ネット職員研修会開催のお知らせ
□ 農業基盤整備資金の金利改定について
□ 連合会日誌
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　　　　　　　　第 634 号

農政局　石川設計課長による研修 農政局　野村農村整備課長による研修

会長挨拶 埼玉県農村整備課　林課長　挨拶

平成29年度  市町村長・水土里ネット理事長・
　市町村農政担当課長研修会を開催

平成29年度  市町村長・水土里ネット理事長・
　市町村農政担当課長研修会を開催

　去る８月２３日（水）、鴻巣市の鴻巣市文化センター（クレアこうのす）「小ホール」において、市
町村長、水土里ネット理事長、市町村農政担当課長を対象に、標記研修会が１６１名という多数の
参加のもと開催されました。
　始めに、水土里ネットさいたまの柴田忠雄会長、埼玉県農林部農村整備課 林　淳一課長から挨
拶があった後、次の項目について研修が行われました。

　 １　関東の農業農村整備事業の概要
　　　　講師：農林水産省関東農政局農村振興部設計課　　　　　課長　石川　英一　氏
　　　　内容：関東管内における農業産出額、農地及び農業水利施設の整備状況、
　　　　　　　農業農村整備事業実施地区の取組（事例紹介）等

　 ２　農地中間管理機構関連事業について
　　　　講師：農林水産省関東農政局農村振興部農地整備課　　　課長　野村　栄作　氏
　　　　内容：機構関連事業の要件の検討状況について



※水土里情報システムの利用申込み、問合せについては、下記にお願いします。
埼玉県水土里情報協議会　事務局担当： 矢崎

TEL 0 4 8 - 5 3 0 - 7 3 6 0　http://www.saidoren.or.jp

平成29年度　埼玉県水土里情報協議会通常総会

平成24年度  埼玉県管理円滑化事業推進委員会  開催
　去る8月22日（火）、本会大会議室において、平成29年度埼玉県水土里情報協議会通常総会が県、市

町村、農業関係団体の運営会員12名の出席で開催された。

　開会にあたり田嶋雄治会長（埼玉県土地改良事業団体連合会常務理事）より「日頃より、水土里情報の

運用、推進に、ご協力に感謝を申し上げます。最近の農業環境は渇水から日照不足など農家にとって苦労

が多い事が続き、ますます農業施設の適正な管理が重要になっている。農村政策においては、県域地図情

報システムを整備することで、事業主体間の情報共有と業務連携が進み、効率的な施策展開が可能となる

と期待されている。」との挨拶があった。

　その後、田嶋会長が議長に就任し議事に入った。議案については、原案のとおり可決承認された。

　なお、当日の提出議案は次のとおり。

　議案第1号　平成28年度事業報告について

　議案第2号　平成28年度収支決算について

　議案第3号　平成29年度事業計画（案）について

　議案第4号　平成29年度収支予算（案）について

　議事終了後、事務局より平成 29 年度埼玉県水土里情報システムの状況及び平成 29 年度の利活用団

体数ついての報告、埼玉県水土里情報システムの状況の説明があった。又、水土里情報システムの活用事

例として、埼玉型ほ場整備事業での活用事例の紹介が行われた。続いて会員に対して操作説明会を開催し、

閉会となった。

 

　おわりに、地図情報整備につきましてデータ提供して頂いた関係市町村の皆様には、この場をお借りし

て厚くお礼申しあげます。今後も、埼玉県水土里情報システム利用の円滑な実施を図る為、データ更新に

ついてご協力と、農地情報の積極的な活用を引続きお願い申し上げます。

提出議案

平成29年10月

2
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　去る9月14日（木）鴻巣市文化センター（クレアこうのす）大ホールにおいて、県・市町村・各

活動組織を対象に、36市町村、118組織、294名の参加を得て開催された。

　始めに埼玉県農林部篠崎部長から挨拶があった後、次の事項について研修が行われた。

　　第一部『広域化組織の推進』

　　　　講　　師：一般社団法人農村振興センターみつけ　事務局長　椿　一雅　氏

　　　　内　　容：組織の広域化を推進した事例紹介

　　第二部『農村環境保全活動（生態系保全）について』

　　　　講　　師：NPO法人オリザネット　事務局長　古谷　愛子　氏

　　　　内　　容：生態系の保全につながる様々な活動事例について

　出席者は、普段なかなか情報が届かない他地域の活動事例を知ることができ、また広域化の基

礎知識やメリットの理解も深まった様子でした。さらに講演後には質疑がでるなど興味関心の高

さが伺え、実際のアンケートでも87％の方が「参考になった」という回答結果でした。この研修

の目的である多面的機能支払交付金の活動に役立つ先進事例や情報を今後も研修会等を通してお

伝えしていく予定です。

平成29年度
埼玉県多面的機能支援推進会議第1回研修会  開催

【第一部】椿さんの講演 【第二部】古谷さんの講演
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平成29年度県営事業新規地区の紹介
埼玉県農林部農村整備課

　平成29年度も、数多くの地区が採択に至りました。
　各地区の採択に当たり、関係土地改良区及び市町村担当者の方々のご協力に心から感謝申し上げます。
地域に即したきめ細やかな整備を推進していきますので、今後とも皆様のご協力をお願い申し上げます。

平成２９年度新規着工予定地区一覧

事　　業　　名 地  区  名 関係市町村 受益面積 総事業費※ 主要工事計画番号

１

３

8

２

池　上 熊谷市
行田市 49.8ha 687,100千円 区画整理

49.8ha
ほ場整備事業
（経営体育成型）

渡内糠田
排水機場 鴻巣市 223ha 244,000千円 排水機場補修

一式
かんがい排水事業
（長寿命化対策）

４ 新郷交換
用水路

行田市
羽生市 261ha 269,000千円 用水路補修

2.3km
かんがい排水事業
（長寿命化対策）

5 江　袋 熊谷市 176.9ha 254,000千円 ラバー堰改修
一式

農地防災事業
（河川応急）

6 円良田湖
寄居町
美里町
深谷市

142.6ha 440,000千円 ため池耐震対策工
一式

農業用ため池
緊急耐震化対策事業

7 鎌北湖 毛呂山町
坂戸市 93.2ha 918,000千円 ため池耐震対策工

一式
農業用ため池

緊急耐震化対策事業

姿 横瀬町 8.7ha 180,000千円 ため池耐震対策工
一式

農業用ため池
緊急耐震化対策事業

閏　戸 蓮田市 34.1ha 317,000千円 区画整理
31.4ha

ほ場整備事業
（埼玉型）

平成２９年度新規分割採択地区一覧

事　　業　　名 地  区  名 関係市町村 受益面積 総事業費※ 主要工事計画

予定工期

予定工期

※総事業費は工事雑費を含む

※総事業費は工事雑費を含む

番号

１

３

４

２

吉見領４期
※H28 補正採択

吉見町 307ha 360,000千円 排水路工
450m等

農地防災事業
（湛水防除）

神扇３期 幸手市
杉戸町 256ha 441,000千円 排水路工

1.6km
農地防災事業
（湛水防除）

権現堂３期
幸手市
杉戸町
春日部市

1,177ha 1,008,000千円 用水路工
6.9km

農地防災事業
（地盤沈下）

稲荷木落３期 加須市
久喜市 235ha

H29～34

H29～33

H29～34

H29～31

H29～32

H29～33

H29～31

H29～31

H28～31

H29～34

H29～34

H29～341,085,700千円 排水路工
1.4km

農地防災事業
（湛水防除）



5

　　　　　　　　第634号

１　事業目的
　本地区は県北部に位置した熊谷市東部にあり、地区西側には国道17号バイパス、中央部に国道125号バイパスが横
断している区域である。
　地区内の農地は過去の条里制の遺構を残した10a～25a区画の不整形な小区画である。
　また、ほ場内の用排水路は未分離であることから、用水の適正な配分、排水の流出に支障をきたしており、さらに
農道も狭く未舗装で、営農作業に苦慮している状況にある。
　そのため、担い手への農地集積の加速化
や農業の生産性の向上を図るために必要な
農地の大区画化・汎用化等の基盤整備を行
うことにより、本地域の農業競争力の強化
を図るものである。

２　事業費及び事業量
　受益面積　49.8ha
　　　　　　（水田：49.5ha　畑：0.3ha）
　総事業費　687,100千円（事務費除く）
　負担区分　国50%、県27.5%、
　　　　　　市15%、地元7.5%
　事業内容　区画整理　49.8ha
　事業期間　平成29年度～34年度（予定）

３　関係市町村及び土地改良区等
　熊谷市、行田市
　(仮称）池上土地改良区

ほ場整備事業（経営体育成型)「池上地区」の概要

ほ場整備事業（経営体育成型)「池上地区」計画概要図

ほ場整備事業（埼玉型)｢閏戸地区」計画概要図

１　事業目的
　本地区は県東部に位置した蓮田市の中西部にあり、西側を一級河川綾瀬川、東側を見沼代用水に囲まれた地区面積
38.6haの水田地帯である。
　地区内の農地は昭和8年～11年に耕地整理により10a区画に整備された。しかし、現在の農業機械では区画や道路が
狭く、またほ場内の用排水路の大半は用排分離されているものの土水路であり、用水の適正な配分や排水の流出に支
障をきたしている状況にある。
　さらに、農業者の高齢化や後継者不足に伴い、農地の維持保全が困難な状況となっている。
　そのため、地域の将来像を描いた営農ビ
ジョンにもとづき、農地中間管理事業と連
携を図りながら、担い手への農地集積に必
要な基盤整備を迅速に行う埼玉型ほ場整備
事業を実施し、農業競争力の強化を図るも
のである。

２　事業費及び事業量
　受益面積　34.1ha
　　　　　　（水田：32.1ha　畑：2.0ha）
　総事業費　317,000千円（事務費除く）
　負担区分　国50％、県27.5％、
　　　　　　市22.5％、地元0％
　事業内容　区画整理　Ａ=31.4ha
　事業期間　平成29年度～31年度（予定）

３　関係市町村及び土地改良区等
　蓮田市
　閏戸土地改良組合

ほ場整備事業（埼玉型)「閏戸地区」の概要



平成29年10月
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１　事業目的
　渡内糠田排水機場は、昭和63年度～平成7年度にかけて実施された県営湛水防除事業「足立北部地区」で平成4年度
までに造成され、以来20年以上が経過している。電気設備が老朽化しており、故障した場合は交換部品が製造されて
いないため、更新が必要な状況である。除塵
機等機械設備は各部に経年劣化が進み、建屋
には内外壁クラックが入り、水槽や樋管側壁
には表面劣化が見られるなど老朽化が進んで
いる。施設管理者が補修を繰り返しているが、
経年劣化や耐用年数超過により機能不全に陥
る恐れがあるなど施設の維持管理が困難な状
態になっている。
　そこで、各施設の用水供給機能を維持し、
安定的な営農を継続するため、保全対策工事
を実施するものである。

２　事業費及び事業量
　受益面積　223ha（水田：223ha）
　総事業費　244,000千円（事務費除く）
　負担区分　国50%、県25%、市25%
　事業内容　排水機場補修1式
　事業期間　平成29年度～33年度（予定）

３　関係市町村及び土地改良区等
　鴻巣市
　足立北部土地改良区

かんがい排水事業（長寿命化対策)「渡内糠田排水機場地区」の概要

１　事業目的
　新郷交換用水路は、県営ほ場整備事業「行田羽生地区」により昭和44年度～昭和47年度に造成以来40年以上が経過
している。経年劣化により水路全体的に護岸の傾き、クラック、摩耗等の劣化が見られる。全線L=6.5kmのうち上流
の約L=3.1kmは平板ブロック、下流はフリュームであるが、上流の平板ブロック区間の漏水が著しく、補修が必要な
状況である。施設管理者が補修を繰り返
しているが、経年劣化や耐用年数超過に
より機能不全に陥る恐れがあるなど施設
の維持管理が困難な状態になっている。
　そこで、各施設の用水供給機能を維持
し、安定的な営農を継続するため、保全
対策工事を実施するものである。

２　事業費及び事業量
　受益面積　261ha（水田：261ha）
　総事業費　269,000千円（事務費除く）
　負担区分　国50%、県25%、
　　　　　　改良区15%、市10%
　事業内容　用水路補修　L=2.3km
　事業期間　平成29年度～34年度（予定）

３　関係市町村及び土地改良区等
　行田市、羽生市
　見沼代用水土地改良区

かんがい排水事業（長寿命化対策)「新郷交換用水路地区」の概要

かんがい排水事業（長寿命化対策)｢渡内糠田排水機場地区」全体平面図

かんがい排水事業（長寿命化対策 )｢新郷交換用水路地区」全体平面図
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１　事業目的
　江袋堰は、昭和58年度に福川改修工事にともなう補償工事として設置されたラバー堰である。昭和60年度に土地改
良区に譲与後、31年が経過している。現地調査を実施したところ、堰袋体内の接合部付近からに河川水が浸入し、浸
入水を排出しないと倒伏しない状況にある。
　今後、洪水時に堰の倒伏が遅延するこ
とが原因となって福川堤防が決壊すれば
重大な被害を及ぼすことが想定されるほ
か、農業用水の取水が不能となることか
ら地域の営農に多大な被害が発生する。
よって、ラバー堰を改修することにより、
周辺地域住民の安全確保、農業用水の安
定供給、農業経営の安定化を図るもので
ある。

２　事業費及び事業量
　受益面積　176.9ha（水田：176.9ha）
　総事業費　254,000千円（事務費除く）
　負担区分　国55%、県37%、市8%
　事業内容　ラバー堰改修1式
　事業期間　平成29年度～31年度(予定）

３　関係市町村及び土地改良区等
　熊谷市
　江袋溜井土地改良区

農地防災事業（河川応急）「江袋地区」の概要

１　事業目的
　当地区の農業用水は、昭和17年から29年にかけて造成された円良田湖と幹線用水施設により、寄居町、美里町、深
谷市に供給されている。施設は造成後55年が経過し、老朽化が進行するとともに、円良田湖の堤体は所定の耐震安全
率が確保されていない。
　下流には住宅の他、秩父鉄道や国道140号線があり、決壊時には甚大な被害が発生する恐れがある。災害の未然防
止や被害の軽減を図ることを目的に、
ため池の耐震対策を実施するもので
ある。

２　事業費及び事業量
　受益面積　142.6ha
　　　　　　（水田：142.6ha）
　総事業費　440,000千円
　　　　　　（事務費除く）
　負担区分　県75%、市町25%
　事業内容　ため池
　　　　　　　耐震対策工１式
　事業期間　平成29年度～
　　　　　　　　32年度（予定）

３　関係市町村及び土地改良区等
　寄居町、美里町、深谷市
　北武蔵用水土地改良区

農業用ため池緊急耐震化対策事業「円良田湖地区」の概要

農地防災事業（河川応急 )｢江袋地区」全体平面図

農業用ため池緊急耐震化対策事業｢円良田湖地区」全体平面図
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１　事業目的
　本地区は、入間郡北部第一用水改良事業により昭和6年～10年にかけて築造され、昭和36年～38年には漏水防止の
ためのグラウト工を実施。その後、老朽化対策のため、平成7～12年に県営ため池等整備事業により取水施設等の改
修や堤体の嵩上げを行った。平成25年度に耐震診断調査を実施したところ、所定の耐震安全率が確保されていない結
果となった。
　当ため池は、貯水量が多く、また
想定被害区域には民家が多いことな
どから、決壊時には甚大な災害が発
生する恐れがある。災害の未然防止
や被害の軽減を図る事を目的に、た
め池の耐震対策を実施するものであ
る。

２　事業費及び事業量
　受益面積　93.2ha（水田：93.2ha）
　総事業費　918,000千円
　　　　　　（事務費除く）
　負担区分　県75%、市町25%
　事業内容　ため池耐震対策工１式
　事業期間　平成29年度～
　　　　　　　33年度（予定）

３　関係市町村及び土地改良区等
　毛呂山町、坂戸市
　入間第一用水土地改良区

農業用ため池緊急耐震化対策事業「鎌北湖地区」の概要

１　事業目的
　本地区は、横瀬町の北西部に位置するため池（姿の池）で、江戸時代からこの地の稲作に活用されてきた。昭和54
～56年度には県営ため池等整備事業により堤体の改修が実施されたが、平成25年度に耐震診断調査を実施したところ、
所定の耐震安全率が確保されていない結果となった。
　当ため池は、堤体直下流には住
宅が隣接しているとともに、秩父
鉄道や国道299号線があり､決壊時
には甚大な災害が発生する恐れが
ある。災害の未然防止や被害の軽
減を図る事を目的に、ため池の耐
震対策を実施するものである。

２　事業費及び事業量
　受益面積　8.7ha（水田：8.7ha）
　総事業費　180,000千円
　　　　　　（事務費除く）
　負担区分　県75%、市町25%
　事業内容　ため池
　　　　　　　耐震対策工１式
　事業期間　平成29年度
　　　　　　　　～31年度（予定）

３　関係市町村及び土地改良区等
　横瀬町

農業用ため池緊急耐震化対策事業「姿地区」の概要

農業用ため池緊急耐震化対策事業「鎌北湖地区」全体平面図

農業用ため池緊急耐震化対策事業「姿地区」全体平面図
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　　　　　　　　第634号

★水の特別賞受賞　加藤さん★柴田会長あいさつ

★水の特別賞受賞　鈴木さん★水の特別賞受賞　金井さん

第39回全日本中学生水の作文コンクール
埼玉県地方審査会入賞者表彰式

　水の貴重さや水資源開発の重要性に対する国民の理解と関心を深めるため、国は昭和52年に「水の日」（８月１日）

を設け、平成26年には「水の日」が法定化されました。

　「水の日」を初日とする１週間（８月１日～７日）を「水の週間」とし、毎年、水に関する様々な啓発行事が全国

的に実施されています。その一環として、国及び都道府県では、「水について考える」をメインテーマに「全日本中

学生水の作文コンクール」を実施し、今年で39回目を迎えました。

　今回のコンクールでは、埼玉県内の中学生から 206 編の応募があり、その中から埼玉県地方審査会において特に

優れた13編を選定し、去る７月28日に表彰式を行いました。

　最優秀賞は、青木奎晟さんの「日本の水のすばらしさ」となりました。また、加藤凱也さんの「大切な水」、金井

陽風さんの「水の危険性」、鈴木彩心さんの「節水の意識」の３編は、「水の特別賞」として埼玉県土地改良事業団体

連合会から表彰されました。

あおきけいせい かとうがいや かない

はるか すずきあみ
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　来る11月11日（土）、12日（日）に「２０１７彩の国食と農林業ドリームフェスタ」が開催されます。これは、
都市と農村の交流を促し、埼玉県の農林水産業の一層の発展を図るために開催されるイベントです。開催日時や会
場は以下のとおりです。
　農村整備課もブースを開設し、農業農村整備事業に関連するパネルの展示やグッズの配布などを行います。皆様
のご来場をお待ちしています。

　　　　　　　　平成29年11月11日（土）、12日（日）
　　　　　　　　9：00～15：30

　　　　　　　　所沢市　所沢航空記念公園

　　　　　　　　●埼玉県農林水産業の紹介
　　　　　　　　●農業農村整備事業の紹介
　　　　　　　　●グッズの配布
　　　　　　　　●農産物の即売
　　　　　　　　●都市と農山村の交流活動

昨年開催された
 「2016 彩の国 食と農林業ドリームフェスタ」の様子

2017 彩の国 食と農林業ドリームフェスタの御案内
埼玉県農林部農村整備課

開催日時

会　　場

主な催し物

平成29年10月

新規採用職員の紹介

総　務　課　　滝　澤　優　香
　平成 29 年 10 月より新規採用職員として本会総務課に配属されました滝澤優香と申
します。埼玉県熊谷市で生まれ育ちました。趣味はカメラ、ドライブ、お菓子作り、ガー
デニングなどいくつかあります。今年の春夏はよく自然豊かな風景を車で撮影に行きま
した。最近は映画鑑賞も趣味になってきました。洋画を吹き替えではなく英語音声で観
賞するのがこだわりです。英会話力を身に付けて海外旅行もしたいと考えております。
　大学では法律学を専攻し、憲法、民法、刑法、行政法、環境法などについて幅広く
学びました。大学で学んだことを今後仕事に活用しつつ、社会人になっても多くの分野
に興味を持ち、それらを自分の知識にして、仕事に活用できるよう頑張っていく所存です。

　現在、総務課の経理担当に配属され、伝票の作成や、税務関係の仕事などに携わっております。職員の皆
様の優しさに支えられて、日々努めさせていただいております。
　まだまだ未熟で頼りない私ですが、皆さんが築いて来られた連合会の職員の名に恥じぬよう、精一杯努力し
ていきたいと思います。どうかご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

農村整備課　　山　岡　かすみ
　平成 29 年 10 月より新規採用職員として埼玉県土地改良事業団体連合会の農村整
備課に配属されました、山岡かすみと申します。
　埼玉県出身ですが、子供時代は富山県や群馬県で育ちました。趣味は舞台鑑賞で、
演劇やミュージカルを観ることが好きです。学生時代から何度も劇場に足を運び、様々
な作品を観劇してきました。
　これまでは、保育士や販売員等、本会の業務とは全く違う分野の仕事をして参りました。
この一年半、本会の臨時職員として業務に携わる中、農地の現場の実態や農業水利施
設の存在を改めて知り、毎日が新しい発見の連続です。休日に車や電車から景色を眺め

ていても、農業施設などに目がいくようになり、強い関心を持つ日々です。
　まだまだ知識不足で至らない所が多いとは思いますが、少しでも多くの事を学び、精一杯業務に努めて参り
ますので、ご指導のほど、よろしくお願いいたします。
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10　９月21日付けの株式会社日本政策金融公庫の農業基盤整備資金の金利改定について、下記のとおり
お知らせします。

融資期間別（一例）
融資期間に
かかわらず

都道府県営補助残

団 体 営 補 助 残

非　補　助　一　般

非補助利子軽減

災　害　復　旧

０.４５

０.３０

０.３０

０.３０

－

０.４５

０.３０

０.３０

０.３０

－

－

－

－

－

０.２０

－

－

－

－

０.１６

－

－

－

－

０.２０

－

－

－

－

０.１６

－

－

－

－

０.３０

－

－

－

－

０.１９

－

－

－

－

０.３０

－

－

－

－

０.３０

20年１５年10年５年

（単位：％）

区　　分

改　　訂　　前

融資期間別（一例）
融資期間に
かかわらず ２０年１５年１０年５年

改　　訂　　後

春 日 部 市
熊 谷 市
鴻 巣 市
鴻 巣 市
さ い た ま 市
東 京 都
長 野 県
東 松 山 市
東 京 都
さ い た ま 市
加 須 市

17日
21日
23日
25日

31日～9月1日
11日

14日～15日
22日
27日

28日

春日部土地改良推進協議会役員会・通常総会
大里土地改良推進協議会役員会・通常総会
市町村長・水土里ネット理事長・農政担当課長研修会
埼玉県農業集落排水事業連絡協議会通常総会
関東農地集団化推進協議会研究会
都道府県土地改良事業団体連合会事務責任者会議
関東一都九県水土里ネット第1回事務局長等会議
東松山土地改良推進協議会幹事会
関東一都九県水土里ネット第２回事務責任者会議
さいたま土地改良推進協議会幹事会
加須土地改良推進協議会幹事会

開　催　日 会　　議　・　行　　事 開　催　地

８月

９月

水土里ネット職員研修会　開催のお知らせ

問い合わせ先　　水土里ネットさいたま（農村整備課）
　　　　　　　　電話 ０４８－５３０－７３５0

と　き ： 平成29年12月8日（木）～9日（金）
研修先 ： 静岡県森町

県内の水土里ネット職員（事務職・技術職）を対象に、下記のとおり開催します。
多数のご参加をお待ちしています。

◎鴻巣駅から大型バスで移動します。




